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テ
ロ
等
準
備
罪
の
対
象
犯
罪
の
絞
り
込
み
に
関
す
る
質
問
主
意
書

政
府
の
作
成
し
た
資
料
「
「
テ
ロ
等
準
備
罪
」
の
対
象
犯
罪
」
に
お
い
て
、
「
今
般
の
法
案
」
で
は
、
「
組
織
的
犯
罪
集
団

が
関
与
す
る
こ
と
が
現
実
的
に
想
定
さ
れ
る
も
の
の
み
を
限
定
的
に
規
定
」
し
、
「
対
象
犯
罪
合
計
二
百
七
十
七
個
」
と
明
示

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

テ
ロ
等
準
備
罪
の
処
罰
対
象
と
な
る
犯
罪
の
選
定
は
、
「
組
織
的
犯
罪
集
団
の
実
行
の
計
画
が
現
実
的
に
想
定
さ
れ
る
か

否
か
と
い
う
基
準
」
に
よ
り
行
わ
れ
た
と
承
知
し
て
い
る
が
、
そ
の
基
準
の
詳
細
に
つ
い
て
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

二

テ
ロ
等
準
備
罪
の
処
罰
対
象
と
な
る
犯
罪
の
選
定
は
、
「
組
織
的
犯
罪
集
団
の
実
行
の
計
画
が
現
実
的
に
想
定
さ
れ
る
か

否
か
と
い
う
基
準
」
に
よ
っ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
こ
の
対
象
犯
罪
の
絞
り
込
み
に
あ
た
り
、
過
去
の
起
訴
件
数
の

多
寡
は
考
慮
さ
れ
て
い
る
の
か
。

三

過
去
の
起
訴
件
数
が
数
件
程
度
と
極
め
て
少
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
組
織
的
犯
罪
集
団
の
実
行
の
計
画
が
現
実
的
に

想
定
さ
れ
る
」
も
の
と
し
て
二
百
七
十
七
の
対
象
犯
罪
に
含
ま
れ
た
も
の
は
あ
る
の
か
。
対
象
犯
罪
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た

い
。

右
質
問
す
る
。


